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まえがき

株式会社三祐コンサルタンツは､社団法人海外農業開発コンサルタンツ協会の補助金を

得て､平成10年4月19日から5月2日までの14日間にわたって､ミャンマー国にてコ-カ

ン地区麻薬撲滅支援農村開発計画のプロジェクトファインデイング調査を行った｡

東南アジアで最大の国土面積を有するミャンマー国は豊かな土地･水資源及び人的資源

に恵まれた国であるが､長年の鎖国政策によって国土開発が停滞してきた｡ 1988年の国軍クー

デタ一による国家法秩序回復評議会(SLORC)政権の誕生以来､従来の社会主義経済政策が放棄さ

れ開放化政策に転換し市場経済を進めてきた｡その結果､ 1992年以降は一連の経済改革の効果､

特に農業生産の増大､民間部門活動の活発化､外国投資の増加､対外貿易拡大等を要因として経

済成長は順調に発展している｡外交的にも1997年には念願のASEANに加盟し､東南アジア諸

国とは経済関係ほか良好な関係を維持してきている｡

平成10年1月に実施したプロジェクトファインデイング調査のフォローアップとして

今回調査を行った事業計画は､ミャンマー国政府が国力を上げて取り組んでいるケシ栽培撲滅支

援のため､内陸国境地帯の山岳少数民族コーカン地域において農村開発を推進しようとするもの

であり､地域格差是正と国境少数民族地域の民政安定を図るものである｡何れもミャンマー国政

府としては対外的あるいは内政的に緊急の課題であり､これらの計画を日本国政府の援助により

実現したい意向を強く表明している｡

近い将来､この事業計画が日本国政府による経済･技術協力案件として取り上げられ､

わが国とミャンマー国との友好を深め､相互発展の一助となとことを願うものであるo

株式会社 三祐コンサルタンツ

取締役社長 久野 格彦
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Location Map of Villages of Kokang Rural
Development Project for Drug Control



第1章 ミャンマー国の一般概況

1国土､人口及び宗教

1.1国土

ミャンマーは南東アジアにおける最大の国土面積677千km2 (日本の約1.8倍)を持つ

国家であり､北西部はインド及びバングラデッシュ､北東は中国､東漸まラオス､南東部はタイ

に接している｡国土は南北に2,090km及び東西に925kmの広がりを持ち､海岸線延長は2,832km

に達する｡

ミャンマーは森林山岳国家としてとらえられる｡ヒマラヤ山脈の東端から派生する3つ

の山脈､すなわち西部Ⅵ)ma､バゴーⅥ)ma､及びシャン高原がほぼ並行に国土を南北に縦走す

る｡標高5,881mの冠雪するHkakabo Razi山はミャンマーの北部､中国ならびにインドとの国

境に位置し､東南アジアにおける最高峰である｡これらの山脈によって3つの主要な河川システ

ム､エーヤワデイ(Ayeyar Wady)､シツタン(Sittoung)､サルウインCrhanlwin)が形成されてい

る｡なかでも総延長2,170kmのエーヤワデイ川はその支流であるチンドゥイン川(Cbi皿dwi皿､

延長960k皿)とともにミャンマーにおける最大の河川システムを形成している｡エーヤワデイ川

の下涜域には240kmx210kmにおよぶデルタが形成されている｡

前記の河川と山脈によって国土は7つの地域に分割されている｡すなわち､北部丘陵地

帯､西部丘陵地帯､シャン高原､中央地帯､下部ミャンマーデルタ地帯､ラカイン田akhine)宿

岸地帯及びタニンタリー什anintharyi)海岸地帯である｡

ミャンマーは主として熱帯地域に属するため､気候は熱帯モンスーン性であり､ 3つの

季節に分けられる｡ 2月中旬から5月中旬までは夏季､ 5月中旬から1 0月中旬までが雨期､さ

らに1 0月中旬から2月中旬までが涼期とされている｡年間降雨量は海岸地域で5,000m皿､中

央半乾燥地域で750mmもしくはそれ以下と､地域によって大きく異なる｡平均気温は海岸地域

やデルタ地域で32oC､北部低地で21oCである｡中央半乾燥地域では夏季には特に高温となる｡

1.2 人口及び民族

ミャンマーは行政的には7つの管区のivision)と7つの州(State)に分けられ､総人口は

1996/97年の推計によれば4,556万人である｡多民族国家であり､ 135の民族を抱えるが､ビル

マ族が総人口の69%と最大で､次いでシャン族(8.5%)､カイン族(6.2%)､アラカン族(4.5%)とな

っている｡

1.3 宗教
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総人口の89.4% (主にビルマ族､シャン族､モン族等)は仏教であり､他にはキリスト

戟(4.9%)､イスラム教(3.8%)､ヒンドゥー教(0･5%)及びアニミズムが混在する｡キリスト教徒は

主としてカイン族､カチン族､テン族によって構成されており､イスラム教やヒンドゥー教は主

にインド系民族に広がっている｡

2 国家経済及び農業の概要

2.1国家経済と農業の位置付け

ミャンマーは経済政策の基本計画として､ 88/89年度- 91/92年度の4年間は各単年度

計画､ 92/9:3 - 95/96年度は4カ年計画､ 96/97
- 2000/01年度は5カ年計画を策定し各分野の総

合的経済開発を行っている｡こうした経済改革の結果､ 89/90年度以降､農業生産の増大､民間

部門活動の活発化､外国直接投資の増加､対外貿易額の増大など､中央政府統制経済から市場経

済への転換によって民間経済が活発になってきたことが大きく影響し､最近5､ 6年の経済成長

は願調である｡国家経済は3年間(1986侶7 - 1988/89)のマイナス成長が続いた後､ 1989/90年斯

から1991/92年期にかけて上昇傾向に転じ､その後は5.8%
- 9.7%の経準成長を記録している｡

ミャンマー国の最近年の主要経

経済年 GDP GDP成長率 GDPperCapita 人口 GDPにおける

(1,000Kyats) (%) O(yats) (百万人)農業の比率(%)

1992/93 54, 756

1993/94 58,063

1994/95 62,406

1995/96
･66,
709

1996/97 70, 585

7
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1,293

1,347

1,421

1,491

1,549

42.33 45.7

4;3.12 45.1

43.92 44.7

44.74 44.0

45.56 43.5

輸出に占める農業の比率

経済年 給輸出額 農業輸出額 農業の占める比率 給輸入額

(M Kyats) (M Kyats) (%) (M Kyats)

1992/93

1993/94

1994/95

1995/96

1996/97

3,590 1,035

4,228 1,1:37

5.405 2,149

5,006 2,044

5,242 1,684

5,365

7,923

8,33'2

10,301

ll,343
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また､ミャンマーは人口約46百万人と市場としても有望な規模を持ち､未開発の天然

資源に恵まれ､農業･水産資源､沖合天然ガス､鉱物資源の開発の可能性が高く､英語を話す安

価で質の高い労働力も期待できる｡さらに､法制度も英国法を基礎とし比較的整備されており､

観光資源も豊富であるなど､発展のためのポテンシャルが高く､さらなる経済発展が期待される｡

しかしながら､一方で､経済的には発展の緒についた段階にあり､その経済基盤は未だ

脆弱であり､現実と大きく車離した公定為替レートの存在､立ち遅れている電力､道路､港湾､

通信等の経済インフラの問題､不透明な政治状況による先進国からの援助の停止､農業中心の産

業構造であり工業化を一気に行いにくいことなど､経済面での制約･課題が多く存在し､今後経

済を本格的に発展させるためにはこれら多くの問題点の克服が不可欠とされている｡

前述のとおり､国家経済の目覚ましい成長は､農業分野における顕著な成長に負うとこ

ろが大きく､また農業分野の成長が他の製造､サービス,貿易等の分野に効果的に波及したとい

うことができる｡農業立国であるミャンマーは､熱帯性であるが穏和な気候にも恵まれて､多種

の作物が生産できる｡広大なイラワジデルタ地域､長大な海岸地域､中央乾燥地や丘陵地域など

に区分される国土は､各地域によって農業生態系が異なるため､穀物類､油脂作物､豆類､工業

用作物､野菜､果樹等が多種多様な栽培形態によって耕作されており､最も重要な作物であるo

また､穀物類の中では米が総耕作面積の約50%を占めており､国内の各地で幅広く栽培されて

いる｡油脂作物が第2位で､豆類と工業用作物がそれに続いている｡

2.2 農業政策

国家経済が市場経済に移行して以来､サービス部門と貿易部門が急成長を遂げているが

農業部門は依然として国家経済の中心的存在を占め､食料の国内自給と対外貿易に大きく貢献し

ており､国内総生産の約45%及び総輸出額の30-40%を占めている｡

1996/97 _ 2000/01年の国家開発5カ年計画における農業分野の主要開発目標は次の3

つである｡

1)自給達成だけでなく輸出に回せるだけの米の増産･促進

2)油脂作物の自給達成

3)輸出のための豆類･工業作物の生産促進

ミャンマーの現在の人口は45百万人といわれているが､ 2000年には50百万人に達す

ると推定されており､各作物の自給達成は緊急の課題となっている｡したがって､上記の各目標

を達成するための手段･戦略としては以下のことを目指している｡

-

2000年までに米の生産量を2:∋百万トンレベルに増産し､年間3百万トンの輸出
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を達成する｡
一

油脂作物の自給と輸出作物振興のためには､良質種子の使用､栽培技術の改善､作

付率の増加､肥料･農薬の適正使用､濯概用水の供給､機械化農業の促進､混作の

導入等を図る｡

2.3 農業における問題点等

ミャンマー国の農業が抱える問題点としては下記のものがあげられる0

1)土地の農業生産性が低いこと

2)特に油脂作物の自給が達成されていないこと

3)農業の近代化が停滞していること

4)農業技術近代化のための政府支援､普及サービスが不足していること

5)農村部の生活環境が劣悪であること

これらの問題点は主として次のような状況に起因していると考えられる｡

(1)未利用な土地資源

ミャンマーは東南アジア地域においても有数の広大な農地を持っており､しかも他国と

異なるのは､なおかつ耕作可能地や将来において開発可能な膨大な土地資源を有していることで

ある｡全6,760万haの土地資源のうち､わずかに13%が耕作されているに過ぎない｡したがっ

て､将来の混作や多期作への開発可能性の高い地域が広く分布している｡

(2)未開発な水資源

ミヤンマ⊥国全体の水資源量は1兆74 0億トンと推定されている｡しかも中央乾燥地

域を除けば､国内の至る所で雨期の稲作が可能である｡しかしながら､中央乾燥地域では年間

500mm - 890mm程度と少ない｡濯概施設は国全体として絶対的に不足しているが､特にミャ

ンマー北部の水資源の豊富な地域では､首都から遠いためこれまでほとんど濯激闘発が行われて

いない状況である｡
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濯液面積の現況

nit : `000 ba

Year Net area Net irrigated area Gross irrigated area

sown Tわtal Paddy

1992
-93

8,714

1993 - 94 8,737

1994
-95

8,951

1995
-96

9,167

1996 -97
9,316

1,110 (12.7%)

1,336 (15.3%)

1,555 (17.4%)

1,756 (19.2%)

1,531 (16.4%)

1,307 957 (73.2%)

1,620 1,338 (82.6%)

1,910 1,591 (83.3%)

2,141 1,766 (82.2%)

1,898 1,562 (82.3%)

(3)農業及び農村インフラの未整備

農村･農業用道路､給水施設(飲料水･生活用水)､電気などの基盤施設が大部分の農

村地域において未整備であり､そのため生活環境や農作業状況が極めて劣悪な条件下に置かれて

いる｡主要地方道路が村落の近傍を通過しているところでも､村落内の道路はほとんど未整備で

ある.牛車がもっぱら唯一の農作物運搬手段であり､その牛車道は車両が通行できる状態ではな

い｡地方農業を支えるための流通手段は全く確保されていない｡また､ほとんどの農村には電力

が供給されていない｡

(4)農業支援施設の未整備

農業集落には生活用水､養魚､庭先濯概等の多目的用途の貯水池､収穫物の処理や家畜

の育成のための広場､収穫物や農業生産資材等を貯蔵･保管するための施設が極めて未整備であ

る｡ミャンマー国における農村集落はその周囲をフェンス等で囲まれた､外界から隔離された様

式を持つものが一般的であるが､燃料としての薪を採集するための村落共有林が整備されていな

い.したがって､近代的､総合的な農業･農村整備が促進されるような状況にはなっていないo

(5)農業機械化の遅延

農業濯概省の農業機械局では､農業の機械化を促進するため､農民への貸し出し､農地

の開墾､作付時の土地耕起､小規模農業機械の生産及び輸入等を行っているが､予算及び普及指

導員の不足のため十分機能していない｡

(6)政府による農業支援対策の不足

農業普及､農業金融､農業技術に関する訓練等の支援対策が不足しており､近代的農業

が普及できる状況になっていない｡
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第2章 コ-カン地区麻薬撲滅支援農村開発計画

1計画の背景

ミャンマー国は全人口の約70%を占めるビルマ族を含め135もの少数民族を抱える多

民族国家である｡これらの少数民族が居住する地区は政治的かつ地理的な制約条件から開発が非

常に遅れており､道路･通信･生活用水･電気･濯概など基本的インフラ整備が全く行われてい

ない｡このため､生酒環境が悪く経済活動も満足に行えず､生活水準は極めて低い状況にある｡

特に､中国･タイ･ラオス国境付近に位置するシャン州丘陵地のコ-カン地区において

は､丘陵･山岳地帯で耕地が少なく､主食である米の自給が4-5割程度しか出来ないため､換

金作物としてケシ栽培が長年行われ､アヘン･ヘロイン原料の一大生産地となっている｡ 1989

年以前は本地区では現金収入のほとんどをケシ栽培に依存していたが､ミャンマー政府のケシ撲

滅政策のためケシ栽培面積は次第に減少している｡しかしながら､荒れ地において乾期にも栽培

できるケシに代わる高収益の代替作物は少なく､また､農業資材･農業生産物の輸送のための農

村道路は全く整備が行われていないため､結果として農家の経済は困窮し､農村地域の生活水準

は極めて低い深刻な状況となってきている｡

このためミャンマー国政府は少数民族の生活水準向上とケシ栽培撲滅を目的として､新

たな換金作物栽培への転換と農業･農村基盤整備事業を行うケシ撲滅プロジェクトを推進してい

るが､予算及び資機材不足のため予定通りには進んでいない｡また､本地区は気候条件が良好で

あり園芸作物生産の開発ポテンシャルは高く､ミャンマー政府はコーカン地区の開発優先度を第

1においているb

2 計画地区の概要

2.1計画対象地域

本事業の計画対象地域はシャン州コーカン地区の中のクンロン那(:364 mile2)及びコン

ジャン郡(414 mile2)で､中国と国境を接する丘陵･山岳地帯であるoシャン州の最高峰はMt･

Liangsban (2,548m)でコンジャン郡の中国との国境に位置するo

本地区は中国と国境を接するため経済的には中国の影響を強く受け､また､中国の通貨

が一般的に用いられ､言葉も中国語が話されている｡
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計画対象地区面積及…

Regionqownship : Area Population(1993) : Population : Population :

‥(sq.miles):Male :Female
: 7Total :Density :Growth

Kokang Region

a. Kun LongTownship

b. Kong Kyan Township

¶)tal

: 364 :56,063 :55,068

: 414 :~17,264 :17,922

: 778 :73,327 :72,990
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2.2 気候

計画対象地区の気候はモンスーン型内陸性気候で,比較的冷涼な気候条件である｡年間

降雨量は約1300mm - 1600mmで､そのほとんどは6月-1 0月の雨期に観測されている｡以

下にコ-カン地区への拠点であるシャン州のラシオ市及び首都ヤンゴンにおける1987- 1996年

の10年間の平均値を示す｡

降雨量､気温及び湿度

都市名 年平均雨量 平均最大気温 平均最小気温 平均相対湿度

(mm) (oC) (oC) (%)

Lashio (Sham state) 1,303

ⅥlngOn 2,639

28.8 14.9

33.1 21.9

2.3 農業の現況

計画地区の主要産業は農業であり､同地区は丘陵･山地地形のため主要作物はメイズ､

サトウキピ､ゴム､ムギ,グランドナッツ､豆類､セサミ､茶､フルーツ等の畑作物､園芸作物

及び果樹である｡これらの作物は山間傾斜地では主として焼畑農業により栽培されているoまた､

水稲栽培のための谷地田が谷沿いに見られる｡いずれも気象条件に左右されやすく､栽培技術も

未発達で､これら作物の生産性は低いo濯概施設は竹や木で作った簡易な取水用堰とそれから延

びる小土水路がわずかに見られる程度である｡

コ-カン地区では1997年栽培期(6月- 10月)には気象の変動を受けて､水稲及び豆

類の基本的な穀物の収量が平年の3割程度しか得られなかった｡本地区の農業の問題点としては､

ケシに代わる代替作物の選定､それら作物の栽培技術普及､農業資材･生産物の輸送､及びマ-
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ケティングである｡

2.4 農業及び農村インフラの現況

コ-カン地区を全休的に見て､村落給水施設､アクセス道路､濯概施設､電気､医療及

び教育施設等の基本的インフラは極めて未整備であるo

生酒飲雑用水の水源はほとんどが河川水もしくは湧水である｡既設の村落給水施設は､

コーカン地区クンロン郡の入り口に近い主要道路沿いに4カ所見られる程度である｡これらの施

設規模は小さく､また給水水準も低く､本計画地区の5%程度の人口をカバーしているにすぎな

い｡山間地の村落では湧水取水のための石積みボックスがいくつか見られるが､ほとんどの村落

では沢水や湧水を直接汲み上げている状況である｡降雨のない乾期には水汲み地点が遠くなり､

生活用水運搬のため､大きな労働を強いられることになる｡安全でかつ安定供給の出来る村落給

水施設が強く望まれる｡

本地区へのアクセスは､入り口に位置するKunLong町からChinShwe Haw､ Laukkai､

Tar Shwe Tanを通り､地区最奥に位置するKong Kyanに至る道路が唯一のものであるo Run

LongからKongKyanまでは126kmあり､現在､少数民族･国境地域開発省が､ ChinShwe Haw

-Laukkai間(40km)はアスファルトにより､
Laukkai-Kong Kyan間(62km)は石敷道路により､

道路改修事業を実施しているo一方､上記の主要道路から村落内部に入る村落道路は全く未整備

で､乾期にも通行が困難で雨期には全く通行不能となる｡

農村電化について見ると､国の電力網はコーカン地区まで達しておらず､小水力発電施

設がCbin Shwe Hawに1カ所見られるだけである｡発電規模は300kwにすぎず､ Chin Shwe

Haw､ 拡un Long町及びNam Titに僅かな電気を供給しているだけであるoまた､ Laukkaiは

中国との国境に近く､中国側から電気が供給されている｡農村電化はこのような状況であり､ほ

とんどの村落は郡病院や診療所も含めて電化されていないo村落中心地の商店､マーケットでは

発電機がよく使われている｡

政府による公共医療サービスは､郡病院及び村落診療所によって行われており､コ-カ

ン地区には3カ所の郡病院と5カ所の村落診療所がある｡通常､郡病院は16ベッドの設備を備

え数人の医者がおり､村落診療所には看護婦が一人常駐しているだけである｡しかし､これらの

施設のほとんどは診療に必要な施設､器材､薬品等が著しく不足しているo

教育施設としては､本地区に24カ所の初等学校と2カ所の中等学校がある｡学校での

教育はビルマ語で行われ､初等学校の教育費は無料となっている｡これら学校での教材､設備は

慢性的に不足しており､さらに教室そのものも貧弱な施設である｡村落中心地では中国語による

学校が設けられている所もあり､これは有料となっている｡
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3 事業計画の内容

3.1事業目的

本事業の中期目標は下記のとおりである｡

1)ケシ栽培の完全撲滅

2)農村コミュニティーの生活水準の向上･改善

3)貧困の軽減

また､短期的目的は下記のとおりである｡

1)村落給水施設､濯概施設及び小水力発電施設の建設により､生活状況及びBHNの

改善を図る｡

2)辺境地における持続的な水資源開発により､ミャンマー政府が推進しているケシ栽

培撲滅のための代替作物導入を支援する｡

3)道路維持管理用機材の供給により村落道路､農業道路の維持管理改善を図るo

3.2 対象村落

対象村落はLauk Kai Peace and Development Council (LPDC :地域の開発及びミャ

ンマーの法律を地区に広めるためのCouncil )によってリストアップされていたが､全てが地

図上(1/6万)によって計画されたもので､現地にてチェックされていない｡特に水源に関して

は不明な点が多い｡

今回フォローアップとして実施した本事前調査はこの水源を含む村落の特定を目的とし､

次に述べる事業内容を実施できる村蒲状況にあるかを調査した｡

Attacbment- 1に村落リストを示す｡

3.3 事業計画の内容

(1)事業内容

1)村落給水施設の建設

本地区において生活飲雑用水確保のため､ 15カ村に村落給水施設を建設する｡水

源は山間部の沢水等の表涜水とし､施設は維持管理が容易な重力式パイプラインシ

ステムとする｡主要な施設は取水堰､沈砂池､パイプライン､コンクリート貯水ボ

ックス､共用水栓等である｡

2)小規模潅概施設の建設

受益面積5 - 10 ba程度の小規模な濯概施設を9カ所建設する｡濯概用水の水源は

小河川で､開水路による重力式濯概とする｡主要な施設は取水堰､用水路等である｡
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対象作物は畑作物を中心とし､ケシの代替作物として導入されているサトウキビ､

小麦､ソバ､茶､果樹､及び水稲､メイズ等である｡濯概施設の完成後は濯概によ

る2毛作が期待される｡

3)小水力発電施設の建設

山間部の急流河川において2カ所の小水力発電施設を建設する｡サイトの有効水

頭10-15m､水量0.2-0.4m3/sec､発電規模は1カ所30kw程度と建設･維持

管理が容易な簡便な規模とする｡ 1カ所の小水力発電施設で約2-3村落に電気を

供給する計画である｡

4)道路維持管理用機材の供給

農業､農村開発における道路輸送システムの向上･改善を図るため下記の道路維持

管理用機材を供給する.

1) ¶actor sb()ve1

2) Bulldozer

3) Motorgrader

4) Tyerroller

5) Back-hoe

6) Dumptruck

7) Dumptruck

8) Pick-up wilbcraIle

9) Pick-up

10) Crusher

ll) Generator 10kVA

■12)Ⅵbratillg COmPaClor

13) Tamper

0.25 m3 1 unit

3 I 1 ullits

w= 2.2 m 1 11Ⅰ山s

4.0 t 2 uldts

0.2 m3 1 ullit

4t

8t

2t

2t

2 units

1 units

2 ullits

2 units

2 ullils

2 ullits

60 kg 4 I血ls

60 kg 4 1111ils

(Total) (25 ullits)

(2)概算事業費

本事業の概算事業費はおおよそ下表のとおり見積もられる｡

WOrK ltem

1. Constructioll C()st

1) RuraL watersupply上'acilities

2) Small scale irrigation facilities

3) Mi山hydro-electric generating t'acilities

4) Supply orroad mailllellanCe equipmelll
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Sub-total

2. Survey and Engineering Cost

1) SuⅣeywork

2) Consulting services for D/D and supervision

Sub-total

■R)tal

656

Note : 1.0 USS = 200 Kyat

(3)事業実施計画

本事業の実施は少数民族･国境地域開発省(MPBANRD)が実施主体となり､関連する

Lauk kaiPeace and Development Counc_il､農業濯概省(MAI)､コ-カン族等の協力を得て行うo

本事業の実施には測量調査･設計から施設の建設及び機材調達まで約24ケ月が必要で

ある｡事業の緊急性が高く1998年後半から開始し､ 2000年後半までとする｡

事業実施計画

Ⅵbrk Item 1999 2000

I. Detailed Design aIld Tenderillg

l･1 Survey

l･2 Detailed Desigil

l･3 TTenderillg

2. ImplemenlatioI1

2.I Rural Water Supply Facilities

2.2 Small Scale lrrigalion Facilities

2.3 Milli Hydro-Electric Facilities

2.4 Supply of Road Equipment

(4)維持管理計画

本事業により建設される施設及び調達機材の運営･維持管理は下記の各民間組合及び政
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府機関により実施される｡

運営･維持管理主体

Facilities侶quipment : Operation and Maintenance Body: Support Agency

1. Rural water supply facilities : Village Water Committee (VWC) : LPDC,WRUD of MAl

2. Small scale irrigation
: Water Users Committee (WUC) : LPDC,MAS & WRUD

facilities : Of MAl

3. Mini hy(Ir°-electric t'acilities : Village Electric Power Committee : LPDC･ Electric Power

Of6ce

4. Road maintenance equlp. :Village Road Committee
: LPDC

Note: LPDC : Lauk kai Peace an(1 Development Council

WRUD : Water Resources Utilization Department

MAS : Myanmar Agriculture Service

MAl: Ministry ofAgriculture and
Irrigation
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4 稔台所見

麻薬撲滅は今や世界的緊急の要請であり､本事業は中国及びラオスとの国境地帯のコー

カン地区においてミャンマー国政府が国力を上げて取り組んでいるケシ栽培､麻薬撲滅政策を支

援するものである｡ミャンマー国政府及び少数民族であるコ-カン族双方とも2000年を目標と

してケシ栽培の完全撲滅を推進しているが､予算及び資機材の不足のためその達成が危ぶまれて

いる｡本事業による国境丘陵地域に生活する少数民族の生活水準の向上･改善､代替作物の農業

生産環境の向上､及び民生の安定に対する貢献は極めて高いと思われる｡ミャンマー国政府は本

事業の緊急性に鑑み､日本国政府による無償資金協力を強く望んでいる｡
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Attachm ent- 1

Proposed Village List

Village SociaJConditions EconomicalCondit ions W8terSource

RemarksNameofVi"age MapRef8renCe Popur8tion ousehold Race School
HospitaJ

andClinic

B8SeOf

E¢○n○my
MainCrops

Ann∪al

Lncorne

(CY)

N山一ーe
Distance

fromvi"age

Heid一t

above
(∩)

1.KunLongTownship

(むsintKaing 723476 I,200 ー03 Kokang ー Agriculture Paddy.Bean 1.ShweToewaStreen

2.3Springs

3.1sprJng

4.5km

300.-500m

500m

ー50m

bel○w

beloVV notused

②HkarTiしin 691492 300 40 Kok且ng Agriculture Corn.Bean ShweToewaStreem 10m &vobe

(卦LowTongKou 703515 360 45 Kokang 1 Agriculture.

Fishery

Paddy.Bean 1.LowTongKowStreem

2.HwanShaowokeLake

3.Ohm

300m

150m

below notused

④MuKwaKyuai 784546 250 46 Kokang I Hー Agriculture Paddy.Corn 4.000 ParShawHoStreem 10.Ohm aVobe

@KyuPhan 749562 500 70 Kokang I Agriculture Paddy.Corn K8nHoRiver I.5km 20m

⑥siauo 了7ー582 300 32 Palaung.

Sh8n

I Cー AgricuJture Paddy.

Sugarcane

3.600 1.NamOuStreem

2.15weLIs

一oom

Om

be(ow

below

(》HeHo 770584 200 20 PaJaung.

Sham

AgricuJture Paddy.

Sugarcane

3.600 I.NamYuaeStreem

2,somewe‖s

50m

Om

below

beJow

⑧yanLonXyaing I.500 240 Pal8ung. I Aqiculture Paddy 4.000 1.ChukKuRiVer

2.3Sprjngs

1.5km

4.8km

Son

avobc

⑨T8rShweTang 698568 I.000 180 Kok8ng ー Cー Agriculture Paddy,Tea.

Corn

ー0.000 I.Streem

2.Spring

Soon

Om

tom

be(ow

@NarnKaw 690593 2.000 400 K○kang I Cー Agriculture
Paddy.Tea.

Corn
I,000 2Sprjngs 1.0-1.5km tom

2.KongKyanTownship

⑪HshaoKai 580676 300 50 Kokang.

Palaung

C1 Agriculture Paddy,Tea.

Corn

ー0.000 1.A"ahaJStreem

2.CiparhaJRiVer

I.6km

ZOOM

avobe

be一ow

⑫KongKyan 505686 360 了5 Kokang.

P4laung

I Hー Agriculture Tea,Corn 500 1.PlaungSpring

2.KokangSpring

3.NamKaungShanCreek

300m

ー50m

4.Ohm

-50m

-30m

Son

⑪TarShan 528693 200 50 Kokang I Agriculture Tea.Paddy 1.Streem

2.Spring

一oom

2.Ohm

tom

beJow

@sanKoKyan 519658 600 72 Kokang 2 Agriculture Tea,Paddy I.Spring

2.Spring

300m

500m

-50m

-30m

⑪ManSai 490728 500 70 P8laung AgricuJture Paddy.Tea.

Corn

I.000 1.Spring

2.NamToneStreem

I.5km

1hrbywaJk

300rn

-300m

TOTAL 9.570 1.493 ー2 H2.C4



Attachment - 2

MAP SHOWING THE REGIONS WHERE DEVELOPMENT

MEASURES HAVE BEEN^IMPLEMENTED
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Attachment - 3

･･iVIanagement Structure for the lmplementation of the

Development of Border･ Areas and National Races

The State Peace and Development Council

Central Committee fわr the Development of
Border Areas and National Races

Work Committee for the Development of
Border Areas and National Races

Ministry fわr Progress. or Border Areas and
National Races and Development Affairs

Progress oF Border Areas and
National Races Department

Department of Development Affairs

SLLb- Committees

1. Roads/ Bridges

2･ Transportation

3. Health

4. Education

5. Agriculture

6. ForestIγ

7. Livestock Breeding

8. Trade

9. Energy

10. Public Relations

1 1･ Mineral Exploration, Exploitation

and Productioll

12. Communication

131 Housing Affairs

14･ Managel¶ent alld FillanCe

】5･ Atlditing

16. Religious Affairs

17. Honle Affairs

18･ Social Welfare and Co-operative

2-ll

RegionL71 Work CommL'ttees

1. Kachin State

2. Northem Sham State

3. Eastem Sban State

4. Sham State

5. Kayin State

6. Kayah State

7. Mom State

8. Sagalng Division

9. Chin State

10. Rakbine State

1 l･ Tanintharyi Division

Townsht'p work CommL'ttees
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添付資料

1.調査団長

久米孝雄(樵)三祐コンサルタンツ,東京支社技術部
(調査従事期間: 19g8年4月19日-4月26日)

菊池耕太郎(樵)三祐コンサルタンツ､東京支社業務部
(調査従事期間: 1998年4月19日-5月2日)

2.調査El程

団長.久米孝雄(~従事期間=1998年4月19日-4月26日)

日順 月日 曜日 調査行動 宿泊

1 4/ー9 日 (移動)東京羽田-(TG641)-/くンコク-(TG305)-ヤンゴン ヤンゴン

2 4/20 月 一日本国大使館表敬
ヤンゴン

-MinistryofProgressofBorderAreasandNati○nalRacesand

DeveJopmentAffairs(MPBANRD)

-JICAミャンマー事務所

上記表敬､趣旨説明､作業打ち合わせ及び資料収集

3 4/21 火 (移動)ヤンゴン-(6T303)-マンダレ--(車)-ラシオ ラシオ

-BorderAreaDevelopment,Lashio:現地調査打ち合わせ

4 4′22 水 (移動)ラシオ-クンロン-ラオ力イ(辛) ラオ力イ

-LaukKaiPeaceandDevelopmentC○uncil:現地調査打ち合わせ

5 4′23 木 -Laukkai地区打ち合わせ及び現地調査
ラオ力イ

(yanL○nXyaing.KvuPhan,SintKaing)

6 4/24 金 (移動)ラオ力イ-クンロン-ラシオ(車) ラシオ

7 4/25 土 (移動)ラシオー(車)-マンダレ--(6T302)-ヤンゴン ヤンゴン

8 4′26 日 (移動)ヤンゴン-(UB225)-′くンコク-(TG640)-東京成田 東京
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団員:菊池耕太(呈J期間‥1998年4月19日-5月2E])

日順

′

月日 曜日 調査行動宿泊

14′19

54′23

日

木

調査団長と同じ 調査団長と同じ

6 4/24 金 現地調査(NamKaw,HshaoKai) シヤオ力イ

7 4/25 土 コンジャン地区打ち合わせ及び現地調査(K○ngKyan.SanKoKya コンジャン

8 4/26 日 現地調査(TarShan.ManSai,TarShweTang) ラオ力イ

9 4′27 月 現地調査(SintKaing,HkarTiLin,L｡wTongKou.Siauo.HeH○) ラオ力イ

1O 4/28 火 現地調査(MuKwaKyuai) クンロン

(移動)ラオ力イ-クンロン(車)

ー1 4′29 水 (移動)ラオ力イ-クンロン-ラシオ(車) ラシオ

12 4/30 木 (移動)ラシオ-(車)-マンダレ--(6丁302)-ヤンゴン ヤンゴン

13 5/ー 金 -MinistryofProgressofB○rderAreasandNationalRacesand
ヤンゴン

DeVelopmentAffairs(MPBANRD):調査結果報告

14 5′2 土 (移動)ヤンゴン-(UB225)-Jくンコク-(TG640)-東京成EEl 東京
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3.面会者リスト

1)日本国大使館
鈴木 亮太郎

桃薄 靖

矢ケ部 義則

2) JICAミャンマー事務所
吉田 丘
Mr. Kazuakj Sate

一等書記官
二等書記官

二等書記官

3) Ministry of Progress of Border Areas and National Races and
DeveloprTlent Affairs (MPBANRD)

H.E.U. Kyaw Tint

Lt. Col. Myint Swe

U Nyi Nyi

U Ayo Lwin

Major Htay Myint

Major Soe Than

Capt. Htun Zaw Chit

Major Soe Tint

U Nyan Myo

Deputy Minister

Deputy Director GeneraJ

Director. lnternationaJ Relations Division

Deputy Director. lnternatjonaI Relatjons

Director

Deputy Director, Border Area DeveJoprnent. Lashio

Assistant Director, Border Area Development, Lashio

Deputy Director, Border Area Development, Myitkina

Deputy Super,visor for Agriculture

4) MinistJY Of Agriculture and Irrigation

U Hla Kyaw

5) Pace and Development Council

Major Tin Ohn

Lt. Co一. Tin Soe

U One Maung

U Zaw Thot °han

6)その他
Mr. Toru lwasakj

Mr. Toshihiro Tanaka

H.E. Brig Genaral Thura

Director, Department of AgricurturaJ Planning

Chairman, Pace
and
DeveJoprnent Council, Lauk Kaing

chairman. Pace
and
Development Counc‖. Lauk Kaing

staff OfRcer, Peace and
Development Council, Kon Kyan Township

staff OfRcer, Peace and Development
Council, Kon Kyan Township

Assistant Director, United Nations [ntemational Drug Control

Programme (UNDCP)

Research Expert. HDI Support Project, UNDP

Myint Maung

Major Ant Kyaw

Co一. Htin Åung Kyaw

Lt. Col. Shwe Moe

Lt Col. Khin Maung Htoo

U SitSan

U Lie TarTant

Lt Co一. Than Lwin

Lt. Col. Thaung Shwe

Major Hlaing Myint

Deputy Minister, Ministry of Home Affairs

Deputy Quarter Master. Kunlong. Myanmar Tatmataw

No.99. uR, Commander. Myanmar Tatmataw

No,1 3, LIR. Commander, Myanmar Tatmataw

No.99, LIR, GSOl, Myanmar Tatmataw

Deputy Military Staff, Kokang Leader

Township Leader, Tar Shwe Tan, Lauk Kaing

No.99, 15 Light Mjortary Regiment, Nan Kaw

No.99, LJR, Commander, Hshao Kai

No.100. LIR, Commander. Hshao Kai
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現 也 写
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真



Tar Shwe Tang Hill　を水

源とし、Lauk Kaiへ生活

用水を供給するパイプラ

イン。(kyu Phan)

Shint Kaing 村のサトウ

キビ畑へ潅漑用水を供給

するパイプライン。敬箇

所で漏水している。サト

ウキビはケシの代替作物

として導入された。

（Hkar Ti Lin)

Shint Kaing 村付近の道

路。村落の連絡道は殆ど

が未整備であり、雨期に

は通行不可能となる。
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集落の後背地に広がるケ

シ畑。コーカン地区は丘

陵・山岳地帯で耕地が少

なく、換金作物としてケ

シ栽培が長年行われてお

り、アヘン、へロインの

一大生産地となっている。

（Tar Shwe Tang）

集落内にある湧水。コー

力ン地区では、生活飲雑

用水の水源は殆どが沢水

若しくは湧水である。

（Tar Shwe Tang）

個人所有の小水力発電施

設。村落内に引込んだ水

路より取水し、約4mの落

差を利用して発電、家庭

に引き込んでいる。この

他、発電機を利用してい

る金持ちの家庭も僅かな

がらあるが、集落の殆ど

は電化されていない。

（Namkaw）
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集落内を這う給水用のピ

ニールパイプ。1．5km程

離れた河川より村落内に

水路をひき、水路から各

戸に直接パイプを引いて

生活用水を賄っている。

（Hshao Kai)

軍施設内の集会場にて、

Kong Kyan地区の政府関

係者、村の有力者を集め

ての聞き取り調査。

（Kong　Kyaln■）

竹の水筒に水を汲む

Kokang族の女性。乾期に

は水汲み地点が遠くなり、

生活用水運搬のため大き

な労力を強いられること

となる。（Tar Shan）
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